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１．研究計画の概要 

透過型電子顕微鏡法、原子間力顕微鏡法、
および走査トンネル顕微鏡法の複合機能原
子直視型顕微鏡法に、さらに光研究のための
実験手法を組み合わせる．１つのナノデバイ
スの原子ダイナミックスをその場で直接観
察し、さらにその光学的性質をはじめ電気的
性質、力学的性質をすべて同時に解析する手
法を開発し、光ナノデバイス研究に応用する． 
２．研究の進捗状況 
 電子顕微鏡試料室の構成，試料ステージ，
駆動装置，および分光装置を含めた基礎的な
装置構成が完成し，解析に必要なソフトウエ
ア製作や試料作製なども整い，方法論はほぼ
確立した 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
 当初の計画よりやや早いペースで目標が
達成されている．本研究により，これまで知
られていたナノ物質の発光効率は，平均的な
評価を元にしたものであり，本研究で遂行さ
れている個別分光は，より精度の高い分光分
析を行えることが明らかになった． 
 
４．今後の研究の推進方策 
 これまでの個別分光の観察結果から，実際
のナノ結晶の発光効率は従来予想されてい
たものよりも著しく悪いことが示唆されて
いる．最終年度は発光効率の高い試料探索が
中心になる． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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